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刈
り
取
り
も
終
盤
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
年
間
を
通
じ
て
お

い
し
い
米
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
収
穫
し
た
米
は
適
正
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。
作
業
終
了
後
は
、
機
械
の
整
備
や
点
検
、
畦
畔

や
ほ
場
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
次
年
度
に
向
け
た
管
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
米
の
保
存
は
専
用
の
保
管
庫
で

　
専
用
の
保
冷
庫
を
用
い
れ
ば
、
玄
米
の
保
存
に
適
し
た
温
度

12
～
14
℃
、
湿
度
55
～
75
％
の
維
持
が
容
易
で
す
。
米
の
品
質

管
理
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
保
管
す
る
場
合
は
、
玄
米
で
保
管
し
ま
し
ょ
う

・
玄
米
水
分
は
14
～
15
％
程
度
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

・
気
温
や
湿
度
の
増
減
が
少
な
い
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う

デ
ー
タ
で
見
る
自
分
の
お
米

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
米
の
「
食
味
値
」
の
分
析
と
「
外
観
品
質
」
の

計
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
米
を
数
値
で
確
認
し
、
日
々
の
管
理

に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
申
込
方
法
】

　
紙
封
筒
に
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
サ
ン
プ

ル
№
、
品
種
名
、
サ
ン
プ
ル
名
、
ほ
場
の
地
名
等
）
を
記
入
し
、

サ
ン
プ
ル
（
玄
米
１
５
０
ｇ
）
を
入
れ
て
最
寄
り
の
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
農
業
経
営
支
援
課
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
結
果
は
１
週
間
程
度
で
出
ま
す
。

【
分
析
項
目
】

◎
外
観
分
析

　

�

整
粒・未
熟
粒・胴
割
粒
、
カ
メ
ム
シ
等
被
害
粒
の
割
合
な
ど
。

◎
玄
米
の
食
味
分
析

　

�

ア
ミ
ロ
ー
ス
（
％
）・
た
ん
ぱ
く
質
（
％
）・
水
分
（
％
）・

脂
肪
酸(

mg
／
１
０
０
ｇ)

・
食
味
値
（
点
）

【
受
付
期
間
】

　
令
和
５
年
11
月
30
日
（
木
）
ま
で

【
分
析
料
金
】

　
Ｊ
Ａ
大
井
川
へ
米
の
出
荷
を
し
て
い
る
方
は
無
料
、
そ
れ
以

外
の
方
は
１
点
に
つ
き
税
込
１
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

収
穫

　
青
島
温
州
の
収
穫
は
、
果
実
の
着
色
を
見
て
判
断
し
て
い
き

ま
す
。
着
色
が
７
～
８
分
以
上
の
も
の
か
ら
区
分
採
取
を
し
て

く
だ
さ
い
。
収
穫
時
は
手
袋
を
は
め
、
軸
の
二
度
切
り
を
徹
底

し
、
果
実
に
キ
ズ
を
付
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
な
作
業
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
収
穫
か
ご
か
ら
コ
ン
テ
ナ
に
果
実
を
移
す
と
き
も

衝
撃
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
低
い
位
置
で
果
実
を
移
し
ま
し
ょ

う
。

予よ

措そ

　
収
穫
後
の
果
実
に
「
予
措
」
を
行
っ
て
果
皮
を
乾
燥
さ
せ
る

こ
と
で
、
浮
皮
の
進
行
や
腐
敗
発
生
を
抑
え
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
果
実
重
量
は
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の

良
い
倉
庫
や
貯
蔵
庫
な
ど
で
、
１
～
２
週
間
程
度
を
か
け
て

３
％
程
度
減
少
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

浮
皮
軽
減
対
策

　
４
～
５
分
の
着
色
期
に
ク
レ
ン
ト
を
散
布
し
ま
す
。
散
布
後

の
降
雨
は
効
果
を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
天
候
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

・�

ク
レ
ン
ト　
１
０
０
倍

秋
肥

　
秋
肥
の
施
用
は
、
収
穫
後
の
樹
勢
回
復
や
耐
寒
性
を
向
上
さ

せ
る
「
礼
肥
」
的
な
働
き
と
、
次
年
度
の
着
果
量
や
発
芽
量
を

確
保
す
る
「
元
肥
」
的
な
働
き
が
あ
り
、
重
要
な
管
理
で
す
。

地
温
が
12
℃
以
下
に
な
る
と
吸
収
効
率
が
悪
く
な
る
た
め
、
適

期
に
適
量
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
青
島
温
州
（
11
月
上
旬
）　
粒
状
固
形
２
４
８　
３
袋
／
10
ａ

病
害
虫
防
除

　
貯
蔵
病
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、
収
穫
前
に
防
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
貯
蔵
病
害
の
発
生
防
止
に
は
、
防
除
だ
け
で
な
く

果
実
の
丁
寧
な
取
扱
い
や
予
措
、
貯
蔵
管
理
の
徹
底
な
ど
多
く

の
管
理
が
重
要
で
す
。

〇
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25�

２
０
０
０
倍
（
収
穫
前
日

－

３
回
）

〇
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤�

４
０
０
０
倍
（
収
穫
前
日

－

４
回
）

※�

降
雨
・
紫
外
線
に
よ
り
、
薬
剤
効
果
が
弱
ま
る
た
め
、
な
る

べ
く
収
穫
直
前
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
寒
害
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う

茶
指
導
販
売
課
　
菊
川
　
響

茶
指
導
販
売
課
　
菊
川
　
響

丁
寧
な
収
穫
作
業

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方  

浩
志
郎

浩
志
郎

刈
り
取
り
後
の
水
田
管
理

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺  

彰
人
彰
人

　
今
年
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ
り
11
月
（
冬
季
）
の
平

均
気
温
が
例
年
よ
り
も
や
や
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
暖
冬
に
な
る
と
茶
樹
の
休
眠
が
浅
く
な
り
、
充
分
な
耐
寒
性

が
得
ら
れ
ず
に
、
急
な
低
温
に
よ
る
寒
害
の
被
害
を
受
け
や
す

く
な
り
ま
す
。
早
い
時
期
か
ら
保
温
対
策
を
行
い
、
被
害
を
受

け
に
く
い
茶
園
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

寒
害
の
種
類

寒
害
対
策

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
寒
害
を
受
け

な
い
よ
う
に
茶
園
の
点
検
や
排
水
、
保
温
対
策
を
進
め
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
病
害
虫
被
害
を
受
け
た
茶
園
や
葉
層
の
薄
い
茶
園
、

幼
木
園
な
ど
の
樹
勢
の
弱
い
茶
園
で
は
事
前
対
策
を
万
全
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
株
元
に
わ
ら
や
敷
き
草
等
を
施
用
す
る

と
、
地
温
低
下
の
抑
制
や
保
水
、
保
肥
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

防
風
垣
の
設
置
も
効
果
的
で
す
。

病
害
虫
の
防
除

　
チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
の
防
除
時
期
で

す
。
葉
裏
に
寄
生
す
る
た
め
、
葉
を
め
く
っ
て
発
生
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

赤
枯
れ

真
冬
の
低
温
が
原
因
で
起
こ
り
、
葉
に
赤
褐
色
斑
が
生
じ
、
葉

が
枯
死
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
４
～
５
℃
で
葉
や
茎
が
凍
結
し
、

被
害
が
大
き
い
場
合
、葉
全
体
が
枯
死
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

青
枯
れ

寒
風
や
土
壌
凍
結
な
ど
に
よ
っ
て
幹
の
一
部
が
凍
結
し
、
水
分

が
補
給
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
乾
い
た
強
風
に
よ
り
蒸
散
が
促
進

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
水
分
不
足
に
な
り
、枯
れ
る
被
害
で
す
。

落
葉

低
温
下
で
弾
力
性
の
低
下
し
た
茶
葉
に
寒
風
が
当
た
り
、
葉
柄

部
分
に
ヒ
ビ
が
入
る
こ
と
で
葉
が
落
ち
る
被
害
で
す
。

裂
傷
型

凍
害

初
冬
か
ら
春
先
に
気
温
の
急
激
な
低
下
に
よ
り
、
枝
幹
の
樹
皮

に
亀
裂
（
幹
割
れ
）
が
起
こ
る
被
害
で
す
。
枝
の
細
胞
が
凍
結

し
、
水
分
の
通
り
が
悪
く
な
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。


